
 

 

 

令和元年度 

下水道に関する人身事故発生状況について 

（令和 2年 3月末現在） 

 

 

１． 総括 

 

２． 維持管理作業 

 

３． 工事 

 

 

国土交通省 水管理・国土保全局 

下水道部 



平成31年度令和元年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月まで
の集計 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 36

(3) (3) (2) (4) (4) (4) (3) (4) (3) (2) (3) (2) (37) (37)

1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 36

(3) (3) (2) (4) (4) (4) (3) (4) (3) (2) (3) (2) (37) (37)

1 2 3 6 7 8 13 18 23 28 35 36

(3) (6) (8) (12) (16) (20) (23) (27) (30) (32) (35) (37)

0 1 0 0 0 1 0 1 1 2 1 0 7 7

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (0) (2) (2)

4 4 3 7 6 4 15 9 9 5 10 11 87 87

(3) (4) (5) (14) (4) (5) (6) (10) (9) (9) (9) (3) (81) (81)

4 5 3 7 6 5 15 10 10 7 11 11 94 94

(3) (4) (5) (14) (4) (5) (6) (10) (9) (9) (11) (3) (83) (83)

4 9 12 19 25 30 45 55 65 72 83 94

(3) (7) (12) (26) (30) (35) (41) (51) (60) (69) (80) (83)

0 1 0 0 0 1 0 1 1 2 1 0 7 7

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (0) (2) (2)

5 5 4 10 7 5 20 14 14 10 17 12 123 123

(6) (7) (7) (18) (8) (9) (9) (14) (12) (11) (12) (5) (118) (118)

5 6 4 10 7 6 20 15 15 12 18 12 130 130

(6) (7) (7) (18) (8) (9) (9) (14) (12) (11) (14) (5) (120) (120)

5 11 15 25 32 38 58 73 88 100 118 130

(6) (13) (20) (38) (46) (55) (64) (78) (90) (101) (115) (120)

　　※下段（）書きは前年度（平成30年度）の値
　　※国土交通省へ報告のあった事故について集計

1.人身事故発生状況（総括）
(令和2年3月末現在)

（単位：件）

合
計

工
事

維
持
管
理
作
業

累計

合計

負傷事故

死亡事故

2．

1．

--

死亡事故

負傷事故

死亡事故

1．

合計

-

累計

2．

2．

合計

累計

1．

-

--

負傷事故



平成31年度令和元年度 ##### (単位：件)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
平成30年度

合計

1． 都道府県 1 0 0 2 0 0 1 3 2 2 4 1 16 14
2． 政令市 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 5 9
3． 一般市 0 1 1 0 1 1 1 0 3 2 2 0 12 12
4． 町村 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 3 2
5． その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
1． 管渠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
2． マンホール 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 0 4 4
3． 処理場 1 1 0 2 1 1 3 4 4 1 3 1 22 22
4． ポンプ場 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 4 5
5． その他 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 6 5

合計 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
死亡事故 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1． 墜落・転落 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2． はさまれ・巻き込まれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3． 飛来・落下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4． 切れ・こすれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5． 転倒 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6． 激突 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7． 土砂崩壊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8． 交通事故 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9． 感電 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10． おぼれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11． 火災・爆発 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12． 公衆災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13． 作業車両の横転 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14． その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
負傷事故 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
1． 墜落・転落 1 0 1 1 0 1 0 2 2 1 2 0 11 7
2． はさまれ・巻き込まれ 0 0 0 0 0 0 4 1 1 0 1 1 8 13
3． 飛来・落下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
4． 切れ・こすれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 1
5． 転倒 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 3 3
6． 激突 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
7． 土砂崩壊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8． 交通事故 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 0
9． 感電 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10． おぼれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11． 火災・爆発 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12． 公衆災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
13． 作業車両の横転 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14． その他 0 0 0 2 1 0 0 1 1 2 2 0 9 6

合計 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
1． 自治体職員 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 2
2． 委託先業者 1 1 1 3 1 1 4 4 5 5 6 1 33 31
3． 第三者 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 4

合計（人） 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
累計 1 2 3 6 7 8 13 18 23 28 35 36 - -

平成30年度 ##### （単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1． 自治体職員 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2
2． 委託先業者 3 0 1 3 4 4 3 4 3 1 3 2 31
3． 第三者 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

合計（人） 3 3 2 4 4 4 3 4 3 2 3 2 37
累計 3 6 8 12 16 20 23 27 30 32 35 37 -

　　※国土交通省へ報告のあった事故について集計

２.人身事故発生状況（維持管理作業）
(令和2年3月末現在)
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平成31年度 令和2年3月末現在

事業主体 発生施設 事故概要 再発防止策等 被災者 年齢 性別 被害状況

3月

1 R2.3.10 1.都道府県 処理場 ①負傷事故 2.はさまれ・巻き込まれ

最終沈殿池汚泥掻き寄せ機の駆動チェーン交
換作業中、新しいチェーンを槽内の中間スプロ
ケットへ掛けていた。緩んだチェーンを張るた
め、スプロケットからチェーンを持ち上げて送っ
ていたところ、左手小指先端をスプロケットと
チェーンに挟まれた。

必要に応じて足場の設置を行い、十分な作業
スペースを確保することで、無理な体制での作
業をなくし、作業に関わる全ての作業員が作業
の状況を把握できるよう、十分な照度を確保す
る。また、作業方法の検証や作業に潜む危険、
重量物の重さ等、様々なシミュレーションを行う
ことで、リスクの低減につなげる。

委託先業者 43 男
左小指指尖切断
（骨には異常なし）

被災者

人身事故情報データベース（維持管理作業）

事故情報

事故類型
発生年月日NO．

事故概要・発生防止策



平成31年度令和元年度 (単位：件)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
平成30年度

合計

1． 都道府県 1 1 1 0 0 0 1 1 3 1 0 4 13 11
2． 政令市 3 6 2 4 2 2 6 1 1 2 3 4 36 43
3． 一般市 2 3 0 5 6 6 7 7 5 4 7 3 55 65
4． 町村 0 0 0 1 0 0 2 2 1 0 1 0 7 7
5． その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 6 10 3 10 8 8 16 11 10 7 11 11 111 126
1． 管きょ開削 1 9 0 5 6 6 7 6 6 5 6 2 59 79
2． 管きょ推進 3 0 0 2 0 1 0 1 0 0 1 0 8 13
3． 管きょシールド 1 0 0 1 0 0 2 0 0 0 2 3 9 7
4． 管きょその他 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 5 9
5． 処ポ土木建築 1 0 0 0 0 1 6 1 1 2 1 6 19 7
6． 処ポ機械電気 0 0 2 0 1 0 1 3 3 0 1 0 11 10
7． 処ポその他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 6 10 3 10 8 8 16 11 10 7 11 11 111 126
1． 墜落・転落 1 0 2 0 1 1 5 4 1 2 1 3 21 25
2． はさまれ・巻き込まれ 0 1 0 3 2 3 5 3 3 2 4 3 29 13
3． 飛来・落下 0 0 0 0 1 0 1 0 3 0 1 2 8 9
4． 切れ・こすれ 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 4 5
5． 転倒 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 3 11
6． 激突 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 5 2
7． 土砂崩壊 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 0 8 5
8． 交通事故 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3
9． 感電 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10． おぼれ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11． 火災・爆発 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12-1． 公衆災害（人身） 3 2 1 0 0 0 2 1 0 1 1 0 11 4
12-2． 公衆災害（物損） 2 5 0 3 2 3 1 1 0 0 0 0 17 42
13． 作業車両の横転 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14． その他 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 3 7

合計 6 10 3 10 8 8 16 11 10 7 11 11 111 126
1． 死亡 0 1 0 0 0 1 0 1 1 2 1 0 7 2
2． 重傷 1 2 2 4 6 4 13 8 4 5 8 10 67 70
3． 軽傷 3 2 1 6 0 0 3 1 5 0 3 2 26 19

合計（人） 4 5 3 10 6 5 16 10 10 7 12 12 100 91
累計 4 9 12 22 28 33 49 59 69 76 88 100 - -

その他（民間発注工事など）
1． 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
2． 負傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

平成30年度 （単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
1． 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2
2． 重傷 2 4 5 10 3 5 5 8 10 7 8 3 70
3． 軽傷 1 1 1 9 1 0 1 2 0 2 1 0 19

合計（人） 3 5 6 19 4 5 6 10 10 9 11 3 91
累計 3 8 14 33 37 42 48 58 68 77 88 91 -

その他（民間発注工事など）
1． 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2． 負傷 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

　　※国土交通省へ報告のあった事故について集計
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３.事故発生状況（工事）
(令和2年3月末現在)
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平成31年度 令和2年3月末現在

事業主体 工事分類 従事作業 発生場所 事故概要 事故類型 年齢 性別 被害状況

3月

1 R2.3.3 1.都道府県 5.処ポ土木建築 - 現場内

水処理施設築造工事において、作業の支障となる仮設作業床
を一時的に撤去していたが、再度足場が必要になったため、被
災者が別の足場板で仮復旧した。しかし足場板を固定していな
かったため、その足場板に乗った際に、足場板ごと3.6m下の地
面に落下した。

1.墜落・転落 56 男

胸骨・腰椎・左鎖
骨・肋骨の骨折
及び頭部６針縫
合

2 R2.3.6 1.都道府県 5.処ポ土木建築 - 現場内 ステップを登っていたところ、手が滑り1.8ｍ下まで墜落した。 1.墜落・転落 52 男
右手首骨折、骨
盤骨折

3 R2.3.6 1.都道府県 5.処ポ土木建築 - 現場内
梁上から梁型枠解体作業を確認していたところバランスを崩し
て2.0m下の地面へ落下した。

1.墜落・転落 51 男
左足捻挫、右足く
るぶし骨折

4 R2.3.7 3.一般市 5.処ポ土木建築 - 現場内 階段を降りる際、下から２段目を踏み外し床に転倒した。 5.転倒 53 男
左大腿骨 転子部
骨折

5 R2.3.10 1.都道府県 5.処ポ土木建築 - 現場内 型枠吊上げ作業中、桟木が落下し作業員の顔面に直撃した。 3.飛来・落下 26 男
眼窩・鼻骨・頬骨
の骨折

6 R2.3.10 2.政令市 3.管きょシールド 荷下ろし 現場内

セメント袋（2袋、約50㎏）を地上から25ｍ下の立坑内へ下ろす
作業を作業員2名で行っていたところ、一人の作業員が重さに
耐えきれず手を放したが、もう一方の作業員（被災者）は親綱
ロープを放さなかったため、ロープの摩擦により被災した。

4.切れ・こすれ 31 男
左手：人差指・中
指・薬指　骨折
右手：甲　骨折

7 R2.3.11 2.政令市 3.管きょシールド - 現場内
バックホウの積荷を受けるためダンプトラックが後進した際、近
傍で木杭の集積作業を行っていた作業員が轢かれた。

2.はさまれ・巻き込まれ 57 男

肝損傷、肋骨骨
折、左上腕部動
脈損傷、肺挫傷、
肺気胸

8 R2.3.14 3.一般市 1.管きょ開削 - 現場内
コンクリート舗装工において、打設が完了したコンクリート舗装
を作業員が飛び越えて着地した際、右膝の靱帯を損傷した。

14.その他 51 男 右足靭帯損傷

9 R2.3.24 2.政令市 3.管きょシールド
清掃作業

片付け作業
現場内

シールドトンネル入口付近で、排土管の撤去に際し管内に堆積
していた掘削土を排出するために管端部を傾けようとしたとこ
ろ、排土管を吊っていたロープが連続的に切れて全ての排土
管が落下し、トンネル入口から約25m奥で裏込め注入後の清
掃及び片付けを行っていた被災者2名に接触し負傷した。

3.飛来・落下
48
45

男
男

頭部打撲、頚部
打撲

第３頚椎骨折、鼻
骨骨折

10 R2.3.24 2.政令市 1.管きょ開削 管布設工 現場内
作業員が後方足下の転圧プレートに足を取られバランスを崩し
踏み出した左足に、敷鉄板吊下げ移動中のバックホウが乗り
上げた。

2.はさまれ・巻き込まれ 33 男
左足くるぶし・足
の甲骨折

11 R2.3.31 3.一般市 5.処ポ土木建築
あと施工剪断補

強工
現場内

コアボーリングマシンで削孔作業をはじめる際、集じん用パット
が外れるのを防ぐため右手を添えていたところ、誤って回転す
るコアビットに触れたため、着用しているゴム手袋が巻き込ま
れ負傷した。

2.はさまれ・巻き込まれ 59 男 右手首骨折

事故情報データベース（工事）

NO． 発生年月日
事故情報 被災者



 

 

 

令和元年度 

下水道に関する水質事故等発生状況について 

（令和 2年 3月末現在） 

 

 

 

国土交通省 水管理・国土保全局 

下水道部 
 



2019 (単位：件)

水質事故等　　合計 1 (4) 2 (6) 3 (2) 5 (9) 7 (3) 1 (8) 5 (4) 6 (4) 3 (3) 1 (5) 6 (3) 1 (1) 41 (52)

　　　　　　　　　累計 1 (4) 3 (10) 6 (12) 11 (21) 18 (24) 19 (32) 24 (36) 30 (40) 33 (43) 34 (48) 40 (51) 41 (52) - -

2019 (単位：件)

1． 都道府県 1 (1) 0 (1) 1 (0) 2 (4) 0 (0) 1 (0) 1 (2) 0 (3) 0 (0) 1 (3) 3 (1) 0 (1) 10 (16)

2． 政令市 0 (0) 1 (2) 1 (2) 1 (0) 2 (2) 0 (0) 1 (0) 4 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 12 (7)

3． 一般市 0 (3) 1 (3) 1 (0) 2 (4) 4 (1) 0 (7) 3 (2) 1 (1) 2 (2) 0 (2) 2 (1) 1 (0) 17 (26)

4． 町村 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 1 (0) 0 (1) 0 (0) 1 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (3)

5． その他 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

合計 1 (4) 2 (6) 3 (2) 5 (9) 7 (3) 1 (8) 5 (4) 6 (4) 3 (3) 1 (5) 6 (3) 1 (1) 41 (52)

1． 管渠 0 (1) 0 (4) 2 (1) 1 (3) 1 (0) 0 (2) 1 (2) 2 (1) 2 (2) 0 (2) 2 (1) 0 (0) 11 (19)

2． マンホール 0 (1) 0 (0) 1 (0) 1 (1) 1 (2) 0 (1) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 4 (6)

3． 処理場 1 (2) 1 (1) 0 (1) 2 (4) 2 (0) 1 (3) 2 (2) 3 (2) 0 (0) 1 (2) 3 (2) 1 (0) 17 (19)

4． ポンプ場 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1)

5． その他 0 (0) 1 (1) 0 (0) 1 (0) 3 (1) 0 (2) 2 (0) 0 (1) 1 (1) 0 (1) 1 (0) 0 (0) 9 (7)

合計 1 (4) 2 (6) 3 (2) 5 (9) 7 (3) 1 (8) 5 (4) 6 (4) 3 (3) 1 (5) 6 (3) 1 (1) 41 (52)

1． 下水道管理者（委託先含む) 1 (0) 1 (3) 2 (2) 1 (4) 3 (0) 0 (1) 0 (1) 3 (2) 1 (0) 0 (1) 3 (2) 0 (1) 15 (17)

2． 民間事業者（一般人を含む） 0 (2) 0 (2) 0 (0) 1 (1) 1 (1) 1 (0) 3 (1) 1 (1) 2 (0) 0 (1) 1 (0) 1 (0) 11 (9)

3． その他(天災、原因者不明含む) 0 (2) 1 (1) 1 (0) 3 (4) 3 (2) 0 (7) 2 (2) 2 (1) 0 (3) 1 (3) 2 (1) 0 (0) 15 (26)

合計 1 (4) 2 (6) 3 (2) 5 (9) 7 (3) 1 (8) 5 (4) 6 (4) 3 (3) 1 (5) 6 (3) 1 (1) 41 (52)

① 悪質下水の流入（放流水質が基準に不適合） 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (0) 2 (3)

② 悪質下水の流入（放流水質が基準に適合） 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (1) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (1)

③ 悪質下水の流入によらない放流水質の基準不適合 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (1) 1 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (1) 2 (1) 0 (0) 3 (7)

④ 雨水管からの悪質下水の流出 0 (0) 0 (1) 0 (0) 1 (1) 0 (1) 0 (0) 1 (0) 0 (1) 2 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 4 (5)

⑤ 下水道施設からの下水等の流出 0 (2) 1 (4) 2 (2) 1 (4) 3 (0) 1 (3) 1 (1) 3 (2) 1 (2) 0 (2) 2 (2) 0 (1) 15 (25)

⑥ その他事故（①～⑤以外の事故） 0 (0) 1 (0) 1 (0) 3 (0) 1 (0) 0 (2) 3 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0) 11 (2)

水質事故　　　合計 0 (2) 2 (6) 3 (2) 5 (7) 6 (1) 1 (7) 5 (4) 4 (4) 3 (2) 1 (4) 6 (3) 1 (1) 37 (43)

その他案件 1 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (2) 1 (2) 0 (1) 0 (0) 2 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 4 (9)

水質事故等　　合計 1 (4) 2 (6) 3 (2) 5 (9) 7 (3) 1 (8) 5 (4) 6 (4) 3 (3) 1 (5) 6 (3) 1 (1) 41 (52)

① 耐用年数経過 1 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (1) 0 (1) 0 (0) 3 (0) 0 (0) 0 (1) 2 (0) 0 (0) 6 (5)

② 耐用年数以内 0 (2) 0 (2) 1 (0) 0 (2) 1 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (1) 1 (2) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 4 (12)

③ 天災等 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

合計 1 (2) 0 (2) 1 (1) 0 (3) 1 (2) 0 (2) 0 (0) 3 (1) 1 (2) 0 (1) 3 (1) 0 (0) 10 (17)

※状況分類については水質事故等において、事故発生原因が下水道施設の損傷または、設備の故障によるものを集計
※（　）内書きは、前年度（平成30年度）の値
※国土交通省へ報告のあった事故について集計

合計

水質事故等発生状況
(令和2年3月末現在)

[総括]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

[内訳]
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型
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事
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平成31年度 令和2年3月末現在

事業主体 発生施設 事故概要 事故への対応

3月

1 R2.3.25 3.一般市 処理場 水質事故
①悪質下水の流入（放流水質が基準に
不適合）

特定事業場から基準を超過する汚水が流出。放流
水を分析した結果、特定事業場の除害施設出口に
おいて1,4-ジオキサン26mg/lを検出した。

施設からの放流を停止した後、塩素混和池から希釈
して放流を再開。

事故類型

事故概要・対応

水質事故等情報データベース

NO． 発生年月日

事故情報



○令和元年度に国土交通省へ報告のあった維持管理事故件数
（参考）

人身事故（死亡事故） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人身事故（負傷事故） 1 1 1 3 1 1 5 5 5 5 7 1 36 37
水質事故 0 2 3 5 6 1 5 4 3 1 6 1 37 43
その他案件 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 4 9
合計 2 3 4 8 8 2 10 11 8 6 13 2 77 89

第一円 第二円
死亡事故 0
人身事故 36

1． 墜落・転落 11
2． はさまれ・巻き込まれ 8
3． 飛来・落下 0
4． 切れ・こすれ 2
5． 転倒 3
6． 激突 1
7． 土砂崩壊 0
8． 交通事故 2
9． 感電 0
10． おぼれ 0
11． 火災・爆発 0
12． 公衆災害 0
13． 作業車両の横転 0
14． その他 9

発生事故要因別事故件数

4月
H30
年度

10月9月8月7月6月5月 合計3月2月1月12月11月

1 1 1
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1 1
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事
故
報
告
件
数
（
件
）

令和元年度の月毎の事故発生件数

その他案件

水質事故

人身事故（負傷事故）

人身事故（死亡事故）

死亡事故, 0件, 0%

人身事故, 36件, 100%

11

8
0

2

3

2

9

死亡事故

人身事故

墜落・転落

はさまれ・巻き込まれ

飛来・落下

切れ・こすれ

転倒

交通事故

感電

公衆災害

その他

人身事故（件数）

全36件

※H31.4月～R2.3月

水質事故, 37件,90%

その他案件, 4

件,10%

2
2

3

4

15

11

4
水質事故

その他案件

①悪質下水の流入（放流水

質が基準に不適合）

②悪質下水の流入（放流水

質が基準に適合）

③悪質下水の流入によらな

い放流水質の基準不適合

④雨水管からの悪質下水の

流出

⑤下水道施設からの下水等

の流出

⑥その他事故（①～⑤以外

の事故）

その他案件

水質等事故（件数）

全37件

※H31.4月～R2.3月



○令和元度に国土交通省へ報告のあった工事事故者数 （参考）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 Ｈ30年度

死亡 0 1 0 0 0 1 0 1 1 2 1 0 7 2

重傷 1 2 2 4 6 4 13 8 4 5 8 10 67 70

軽傷 3 2 1 6 0 0 3 1 5 0 3 2 26 19

合計 4 5 3 10 6 5 16 10 10 7 12 12 100 91

0
1

0 0 0
1

0
1 1

2
1

0
1

2

2

4

6 4

13

8

4

5
8 10

3

2

1

6

0

0

3

1

5
0

3
2

0

5

10

15

20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軸
ラ
ベ
ル

軸ラベル

軽傷

重傷

死亡

①墜落・転落
21
19%

②はさままれ

巻き込まれ
29
26%

③飛来・落下
8
7%

④切れ・こすれ
4
4%

⑤転倒
3
3%

⑥激突
5
4%

⑦土砂崩落
8
7%

⑧交通事故
2
2%

⑫-1公衆災害

（人身）
11
10%

⑫-2公衆災害

（物損）
17
15%

⑭その他
3
3%

事故件数（全体）

111件

※H31.4～R2.3


